
周年事業／国際シンポジウムの開催

自衛隊中通り（熊本市）

第4章



協会設立５周年記念事業 「マテック博士講演会」の開催 …………………… 51

協会設立１０周年記念事業
「世界の樹木管理とリスクマネジメント」の開催……………………………………… 52

法人化記念式典「ボンド博士講演会」の開催……………………………………………… 53

協会設立 20 周年記念事業
「世界のアーバンフォレスト政策と樹木のマネジメント」の開催 ……… 54

第 4 章 周年事業／国際シンポジウムの開催

4-01

4-02

4-03

4-04

　樹木に関する技術者の集まりである街路樹診断協会にとって、診断技術の能力向上や最

先端技術の導入、新規技術開発は欠かせません。そのため、研修会や講習会を本部（各委

員会）ならびに支部主催でたびたび開催してきました。

　なかでも、街路樹診断協会創立後の周年記念の際には、大規模な講習の機会と診断の普

及を図る目的で、海外から講師を招き国際シンポジウムを開催しました。国際シンポジウ

ムには多くのステークホルダーを招き、少なからず日本の樹木管理のあり方に影響を及ぼ

してきたと言えるでしょう。当協会にとってエポックメイキングな取り組みで、とても重

要で大規模なイベントとなっています。

　過去に開催した 4 回の周年事業・国際シンポジウムの概要を記しておきます。

＊記載している所属や役職名はいずれも当時のものです。



　2003 年に設立 5 周年記念事業として、「樹

木からのメッセージに耳を傾けよう」と題し

て、VTA 診断（倒木危険度診断）手法を考案

したドイツ・カールスルーエ研究所のマテッ

ク博士を招いて講演会を開催しました。5 月

27 日に東京ビッグサイト国際会議場、5 月 29

日にプリムローズ大阪の 2 会場で実施し、東

京会場では 800 名強、大阪会場では 350 名近

くの参加者があり、大盛況なイベントとなり

ました。

　マテック博士に同行して、診断機器レジの

メーカーであるドイツの IML 社代表である

エリック・フンガー氏も来日され、両氏から

講演だけでなく、街路樹診断協会員を対象に、

東京の有栖川宮記念公園と京都の西本願寺の

庭園にて、VTA 診断の実演と指導をしていた

だきました。街路樹診断のベースとなる VTA

診断の開発者から直接指導を受ける機会を得

た意義は大きいものでした。

　講演内容は樹木の倒木危険性や安全性につ

いて力学的視点からお話しいただきましたが、

この際に幹折れ倒木の兆候だけでなく、樹高

と幹の太さの関係、枝の長さと太さの関係、

キノコの発達状態による腐朽割合の推測など、

多くの実用的な診断手法を教わりました。現

在の診断手法が確立されるに至るうえで、こ

のシンポジウムの開催は大きな役割を果たし、

日本の街路樹診断技術の前進に大きな足跡を

残しました。

　マテック博士の講演を皮切りに、樹木管理

者の間で街路樹診断の認知が飛躍的に高まり、

診断の普及に大きく寄与する講演会となりま

した。

協会設立５周年記念事業

 「マテック博士講演会」の開催
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[ 樹木からのメッセージに耳を傾けよう ] パンフレット
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　設立 10 周年記念事業として、2008 年 6 月

25 日に東京の日比谷公会堂で、6 月 27 日にク

レオ大阪西ホールで国際シンポジウムを開催

しました。アメリカからバートレット樹木調

査研究所のトーマス・スマイリー博士、ドイ

ツのカールスルーエ研究所の樹木と法律に関

わる専門家オリバー・ウィテック氏、中国か

ら北京園林科学研究所のハン・リーリー氏を

招き、各国の街路樹管理にまつわる話や倒木

事故に関する裁判事例などを紹介いただきま

した。日本からは千葉大学の藤井英二郎教授、

細野哲夫博士、そして街路樹診断協会の神庭

正則会長が登壇してのシンポジウムとなりま

した。

　スマイリー博士からは、根系切断の影響や

樹木の傾きの変化を捉える重要性、倒木や落

枝を起こさない剪定のあり方など、街路樹管

理にまつわる多くの示唆をいただきました。

とりわけ講演の合間をぬって開催された協会

員対象の実地研修会で、根株診断手法を確立

するうえでのアドバイスをいただきとても参

考になりました。

　ウィテック氏からはドイツ裁判所の判決で、

VTA 診断に基づく判定が判決に大きく関与し

ている事例が紹介され、ハン氏からは北京オ

リンピックによる都市整備と将来の維持管理

のあり方が紹介され、いずれも日本の街路樹

管理に生かせる内容が多くありました。

協会設立１０周年記念事業

「世界の樹木管理とリスクマネジメント」の開催
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[ 世界の樹木管理とリスクマネジメント ]　パンフレット
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　2009 年 11 月に一般社団法人化した設立記

念式典で、アメリカの ISA からボンド博士を

招き、「アメリカの樹木管理や計画における技

術的な最新情報」と題して講演会を開催しま

した。東京での式典の後、仙台市でも講演会

を開催し、定禅寺通のケヤキ並木で現地研修

会を行いました。

　ボンド博士からは米国における樹木のリス

クアセスメントの意義と位置付けや手法に関

する講演をしていただきました。印象的な話

は、緑の効用を生態系サービスとして解析す

るためのプログラム i-Tree Streets がこの時す

でに報告された点です。i-Tree は樹木がもたら

すベネフィットを、費用対効果で示すなど定

量的評価が可能な画期的なプログラムとして、

現在では日本でも知られるところですが、日

本の多くの専門家に知られる 10 年も前に、い

ち早く協会員が知るところとなりました。

法人化記念式典

「ボンド博士講演会」の開催
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[ ボンド博士講演会 ] パンフレット
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　2019 年 5 月 20 日（東京ビッグサイト国際

会議場）・22 日（福岡：エルガーラ大ホール）・

24 日（大阪：ドーンセンター）の 3 会場で、

設立 20 周年を記念して国際シンポジウムを開

催しました。「世界のアーバンフォレスト政策

と樹木のマネジメント － 世界の潮流に学ぶ都

市樹木のあるべき姿とリスクマネジメント－」

と題し、日本で初めてアーバンフォレストを

題材としたシンポジウムとなりました。

　メルボルン市役所アーバンフォレスト・グ

リーンインフラストラクチャー担当部長 イア

ン・シアーズ氏から「メルボルン市のアーバ

ンフォレスト政策について」 、米国バートレッ

ト樹木調査研究所のトーマス・スマイリー 博

士（ISA 理事）から 「北米でのアーバンフォレ

スト政策と樹木保護制度・リスクアセスメン

トについて」、 国土交通省国土技術政策総合研

究所の飯塚康雄主任研究官から「日本の都市

樹木が抱える課題と解決技術」と題した講演

をしていただきました。東京会場では東京都

建設局公園緑地部計画課の土居裕子氏にも登

壇いただきトークセッションが開催され、東

京 2020 オリンピック・パラリンピックに向け

た街路樹整備のあり方にも言及されました。

　九州会場では、九州支部会員によって結成

された音楽ユニット「アーバンフォレスター

ズ」による演奏会も実施され、技術者集団で

ありながらも文化的な側面も打ち出せた大会

となりました。

　この国際シンポジウムでは、世界の潮流と

なっているアーバンフォレスト政策と、関連

する樹木のリスクマネジメント制度を学び、

日本の街路樹を主体とした都市樹木の捉え方、

管理方法を改めて見直す機会となり、街路樹

診断協会が現在掲げるビジョンに大きな影響

を与えるイベントとなりました。

協会設立 20 周年記念事業

「世界のアーバンフォレスト政策と樹木のマネジメント」の開催

4-04

[ 世界のアーバンフォレスト政策と樹木のマネジメント ] パンフレット
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